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積雪寒冷地の冬期コンクリート工事では、コンクリートの打込み後初期材齢において寒冷

に曝され凍結するとコンクリートは“初期凍害”を受け、その後適切な温度で養生しても

強度、耐久性、水密性などの品質が著しく低下する。そのため一般には雪寒仮囲いやヒー

ターによる給熱養生が行われるが、施工条件によっては養生自体の困難さや不経済となる

ケースもあり、冬期の施工を避けるケースも多い。この課題に対して特別な養生せずとも

“凍結しないセメント系材料”を指向した研究開発の取り組みやその実用性について紹介

する。
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凍らないセメント系材料の
開発とその実用性

本公演はＣＰＤＳ認定講習に登録されています
学習プログラム名称　北見土木技術協会講演会

「凍らないセメント系材料の開発とその実用性」

学習プログラム番号「８１７３３７」

ユニット数：１ユニット

認　定　者：ＪＣＭ(一社)全国土木施工管理技士会連合会

井上　真澄
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